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１
―
横
浜
ボ
ン
ベ
イ
姉
妹
市
提
携
一
五
周
年
記

念
横
浜
市
民
代
表
団
出
発
（
～
1
1
）

２
―
中
国
上
海
市
曲
技
団
横
浜
公
演
終
了
。
一

〇
回
公
演
、
延
べ
四
万
人
入
場

３
―
経
済
局
、
「
地
域
商
店
街
活
性
化
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
作
成

５
―
県
都
計
審
、
舞
岡
公
園
（
一
八
・
九
h
a
）

清
水
ケ
丘
公
園
（
九
h
a
）
な
ど
二
四
件
可
決

６
―
県
、
横
浜
・
川
崎
両
市
、
不
適
切
用
語
の

見
直
し
。
市
は
七
語
の
言
い
換
え
。
▽
消
防
局

　
一
四
年
ぶ
り
に
徹
夜
の
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
。
▽
市
長
、
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
の
早
期
返
還

求
め
る
要
請
書
を
外
相
ら
に
提
出

９
―
市
、
節
約
三
〇
項
目
設
定

1
0
―
横
浜
商
工
会
議
所
の
商
業
活
動
調
査
協
議

会
、
ユ
ニ
ー
戸
塚
店
出
店
計
画
に
つ
い
て
、
売

り
場
面
積
縮
小
な
ど
の
調
整
案
承
認

1
2
―
市
長
、
総
額
一
兆
二
、
三
七
四
億
六
、
一

〇
〇
万
円
の
五
十
六
年
度
当
初
予
算
案
発
表
。

前
年
当
初
比
一
三
・
四
％
増
。
一
般
会
計
五
、

九
二
八
億
三
、
八
八
一
万
円
。
前
年
当
初
比
一

二
・
六
％
増

1
7
―
金
沢
区
で
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
問
題
懇
話
会
」

設
立
、
初
会
合
。
▽
横
浜
地
裁
、
カ
ラ
オ
ケ
使

用
禁
止
の
仮
処
分
申
請
を
認
め
る

1
9
―
市
、
総
額
八
九
億
七
、
六
〇
〇
万
円
の
二

月
補
正
予
算
案
発
表

2
0
大
蔵
省
国
有
財
政
―
関
東
地
方
審
議
会
、
神

２
―
京
都
市
空
き
缶
条
例
専
門
委
員

会
、
「
空
き
缶
条
例
」
に
対
し
市
長

に
最
終
答
申
。
５
―
北
里
大
で
父
兄

か
ら
三
二
億
五
千
万
円
の
寄
付
金
を

徴
収
、
裏
金
に
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
。
７
―
初
の
「
北
方
領
土
の
日
」

９
―
小
田
原
市
長
に
中
井
一
郎
氏
四

選
。
▽
千
代
田
区
長
に
加
藤
清
政
元

社
会
党
代
議
士
当
選
。
1
0
―
県
知
事

総
額
一
兆
八
二
五
億
二
、
一
〇
〇
万

円
の
五
十
六
年
度
当
初
予
算
案
発
表

1
1
―
市
川
房
枝
参
院
議
員
死
去
（
8
7

歳
）
。
▽
国
土
庁
の
地
価
動
向
調
査

に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の
地
価
上

昇
率
は
、
全
国
平
均
八
・
三
％
、
住

宅
地
は
一
〇
・
九
％
。
▽
建
国
記
念

の
日
奉
祝
式
典
、
総
理
府
に
続
き
文

部
省
も
初
後
援
。
1
6
―
川
上
千
葉
県

知
事
い
五
千
万
円
念
書
事
件
で
県
会

議
長
に
辞
職
願
提
出
。
▽
群
馬
県
公

案
委
、
「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
」
の

初
適
用
裁
定
。
1
7
―
川
崎
市
長
、
総

額
四
、
八
一
九
億
七
。
九
〇
〇
万
円

の
五
十
六
年
度
当
初
予
算
案
発
表
。

▽
小
金
井
市
議
会
、
市
長
不
信
任
案

を
可
決
。
1
8
―
朝
日
新
聞
社
、
大
手

建
設
会
社
役
員
懇
親
会
盗
聴
記
者
を

逸
脱
取
材
と
し
て
解
雇
。
2
3
―
ロ
ー

マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
ニ
世
来
日

　
（
～
2
6
）
。
2
4
―
東
大
阪
市
の
公
立

中
学
で
、
先
生
一
六
人
登
校
拒
否
。

奈
川
区
沢
渡
の
通
産
省
繊
維
高
分
子
材
料
研
究

所
跡
地
の
国
有
地
を
市
に
払
い
下
げ
決
定

2
2
―
神
大
寺
地
区
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

2
3
―
瀬
谷
区
で
駐
車
場
を
経
営
し
て
い
る
兼
業

農
家
が
「
瀬
谷
区
駐
車
場
経
営
協
会
」
設
立

2
4
―
市
会
運
営
委
、
特
別
委
員
会
で
の
質
問
時

間
に
、
各
会
派
ご
と
の
持
ち
時
間
制
採
用
決
定

2
6
―
市
会
二
月
定
例
会
開
会
（
～
３
／
2
8
）

2
7
―
横
浜
市
営
住
宅
協
議
会
、
市
長
に
「
市
営

住
宅
の
管
理
計
画
の
策
定
」
に
つ
い
て
報
告

６
―
北
部
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

開
始
。
南
北
合
わ
せ
て
会
員
一
、
八
〇
四
人
。

▽
横
浜
駅
西
口
地
下
街
と
つ
な
が
る
三
〇
の
ビ

ル
で
五
年
ぶ
り
二
回
目
の
共
同
防
災
訓
練
実
施

1
0
―
横
浜
商
工
会
議
所
の
商
業
活
動
調
査
協
議

会
、
鶴
ケ
峰
周
辺
進
出
計
画
の
大
型
ス
ー
パ
ー

ニ
店
に
売
り
場
面
積
縮
小
等
条
件
付
け
承
認

▽
局
生
局
寿
生
活
館
、
七
年
ぶ
り
再
開

1
1
―
港
湾
局
、
昨
年
の
「
横
浜
港
の
港
勢
」
発

表
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
、
東
京
港
と
並
び

全
国
二
位
に
。
▽
戸
塚
区
の
工
業
団
地
内
の
マ

ン
シ
ョ
ン
計
画
に
対
し
、
工
場
経
営
者
ら
、
横

浜
地
裁
に
「
建
築
禁
止
等
を
求
め
る
仮
処
分
」

申
請

1
3
―
横
浜
・
川
崎
商
工
会
議
所
、
国
土
庁
に
工

業
等
制
限
法
の
緩
和
を
求
め
る
要
望
書
提
出
。

▽
市
政
オ
ピ
ニ
オ
ン
、
「
横
浜
の
文
化
行
政
を

2
5
―
厚
生
省
、
五
十
五
年
人
口
動
態

速
報
発
表
。
出
生
率
一
三
・
七
人
と

明
治
三
十
三
年
以
来
最
低
。
▽
韓
国

の
大
統
領
選
挙
で
全
斗
煥
大
統
領
当

選
。
2
6
―
ダ
イ
エ
ー
と
高
島
屋
、
株

式
譲
渡
と
提
携
内
容
を
織
り
込
ん
だ

合
意
書
に
調
印
。
▽
小
金
井
市
長
、

市
議
会
解
散
。
2
7
―
東
京
都
中
野
区

の
教
育
委
員
準
公
選
開
票
。
投
票
率

四
二
・
九
八
％
。
▽
蜷
川
虎
三
前
京

都
府
知
事
死
去
（
8
4
歳
）

１
―
物
価
メ
ー
デ
ー
。
２
―
行
管
庁

の
オ
ン
ブ
ス
マ
ン
制
度
研
究
会
、
オ

ン
ブ
ス
マ
ン
導
入
を
提
言
。
▽
中
国

残
留
日
本
人
孤
児
、
肉
親
求
め
て
四

七
人
一
時
帰
国
。
３
―
政
府
、
国
鉄

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
基
準
を
定

め
る
政
令
決
定
。
５
―
五
十
六
年
度

予
算
案
、
衆
院
予
算
委
で
自
民
党
単

独
で
二
九
年
ぶ
り
強
行
採
決
。
▽
町

田
市
給
与
条
例
、
市
議
会
で
減
額
修

正
。
６
―
荒
畑
寒
村
氏
死
去
（
9
3
歳
）

７
―
新
津
久
井
地
域
広
域
市
町
村
圏

計
画
発
表
。
８
―
原
子
力
発
電
所
立

地
の
事
前
調
査
を
め
ぐ
る
高
知
県
窪

川
町
町
長
リ
コ
ー
ル
投
票
、
リ
コ
ー

ル
成
立
。
９
―
奏
野
市
長
選
、
栗
原

氏
四
選
。
▽
郵
政
省
、
第
三
種
郵
便

一
二
三
件
取
り
消
し
。
う
ち
六
〇
件

が
市
町
村
広
報
紙
。
1
6
―
臨
時
行
政
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考
え
る
」
と
し
た
提
言
を
市
長
に
提
出

　
1
4
―
軸
横
浜
開
港
資
料
普
及
協
会
設
立
総
会

　
1
5
―
「
障
害
児
の
将
来
を
考
え
る
会
」
発
足
。

　
▽
ホ
テ
ル
・
リ
ッ
チ
横
浜
オ
ー
プ
ン

　
1
7
―
市
会
予
算
特
別
委
局
別
審
査
終
わ
る
。
質

　
問
者
過
去
最
商
の
延
ベ
一
三
九
人

　
1
8
―
中
区
の
自
主
事
業
、
第
一
回
ヨ
コ
ハ
マ
風

　
景
美
術
祭
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
幕
（
～
2
4
）

　
2
3
―
市
長
、
「
横
浜
市
新
総
合
計
画
」
の
策
定

　
を
審
議
す
る
「
横
浜
国
際
港
都
建
設
審
議
会
」

　
委
員
七
五
人
発
表
。
▽
横
浜
蚕
糸
絹
業
危
機
突

　
破
緊
急
集
会
、
シ
ル
ク
博
物
館
ホ
ー
ル
で
開
催

　
2
4
―
横
浜
駅
西
口
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
下
街
の
昨

　
年
の
三
・
三
㎡
当
た
り
売
上
高
日
本
一

　
2
5
―
災
害
対
策
室
、
市
内
三
ヵ
所
で
水
の
か
ん

　
詰
有
料
販
売
、
市
価
半
額
の
五
〇
円
で
（
～
3
1
）

　
2
6
―
大
学
整
備
問
題
研
究
会
、
市
大
の
施
設
整

　
備
等
に
つ
い
て
市
長
に
最
終
報
告

2
8
―
市
会
本
会
議
、
予
算
案
を
原
案
通
り
可
決

　
3
0
―
横
浜
国
際
港
都
建
設
審
議
会
第
一
回
総
会

　
3
1
―
南
横
浜
バ
イ
パ
ス
、
狩
場
・
日
野
間
開
通

　
１
―
横
浜
市
工
業
地
域
及
び
準
工
業
地
域
共
同

　
住
宅
建
築
指
導
基
準
施
行
。
▽
米
海
兵
隊
を
の

　
せ
た
米
軍
艦
船
二
隻
、
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
ヘ
入
港

　
２
―
横
浜
駅
西
口
繁
華
街
誕
生
二
五
周
年
式
典

　
５
―
鶴
見
区
休
日
急
患
診
療
所
完
成
、
診
療
開

　
始
。
一
四
区
に
休
日
急
患
診
療
所
整
備

　
７
―
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
完
工
式

　
８
―
三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
、
金
沢
埋
め
立
て

調
査
会
（
第
二
臨
調
）
。
発
足
。
委
貝

九
人
。
1
8
―
公
定
歩
合
一
％
下
げ
、

六
・
二
五
％
に
。
▽
東
京
モ
ノ
レ
ー

ル
の
乗
客
数
、
三
億
人
突
破
。
2
0
―

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
（
ポ

ー
ト
ピ
ア
8
1
）
開
幕
（
～
９
／
1
5
）
。

2
3
―
国
語
審
議
会
、
当
用
漢
字
表
よ

り
九
五
字
多
い
常
用
漢
字
表
を
文
相

に
答
申
。
▽
国
立
市
、
駅
前
放
置
自

転
車
の
一
掃
を
め
ざ
す
「
国
立
市
自

転
車
安
全
利
用
促
進
条
例
」
を
市
会

本
会
議
で
可
決
。
▽
少
女
売
春
事
件

の
大
和
市
議
辞
職
。
▽
最
高
裁
、
定

年
の
男
女
差
別
に
違
法
判
決
。
2
6
―

川
崎
市
産
業
構
造
・
雇
用
問
題
懇
談

会
、
「
川
崎
市
産
業
構
造
の
課
題
と

展
望
」
を
市
長
に
提
出
。
2
8
―
自
治

省
、
昨
年
四
月
一
口
現
在
の
地
方
自

治
体
職
員
数
三
一
六
万
七
。
七
四
一

人
と
発
表
。
3
0
―
東
京
地
政
、
「
国

籍
確
認
訴
訟
」
に
つ
い
て
、
父
系
優

先
違
憲
と
い
え
ぬ
と
請
求
棄
却
。
3
1

―
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
そ
撃
さ
る

１
―
武
見
医
師
会
長
引
退
表
明
。
２

―
藤
沢
市
中
央
卸
売
市
場
開
場
。
県

下
四
番
目
。
３
―
藤
沢
市
で
第
一
回

市
町
村
文
化
行
政
研
究
交
流
集
会
。

５
―
千
葉
県
知
事
選
、
沼
田
氏
当
選
。

投
票
率
二
五
・
三
八
％
と
史
上
最
低

６
―
小
金
井
市
議
選
、
二
六
議
席
中

反
市
長
派
二
四
人
当
選
。
７
―
自
動

車
問
題
に
関
す
る
初
の
日
米
政
府
間

地
で
新
工
場
建
設
起
工
式
。
▽
横
浜
国
立
大
学

留
学
生
会
館
開
館
式
。
▽
横
浜
海
員
会
館
改
築

オ
ー
プ
ン
。
外
国
船
員
等
宿
泊
施
設

1
0
―
市
長
と
市
民
の
会
、
一
年
ぶ
り
理
事
会
。

　
〝
細
郷
支
援
″
打
ち
出
す

1
3
―
戸
塚
福
祉
授
産
所
オ
ー
プ
ン

1
5
―
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始
。
▽
市

下
水
道
事
業
研
究
会
発
足
。
▽
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
受

託
手
荷
物
ス
ル
ー
サ
ー
ビ
ス
開
始
。
▽
内
国
フ

ェ
リ
ー
調
査
検
討
委
員
会
設
置
。
▽
中
区
山
手

町
の
風
致
地
区
の
マ
ソ
シ
ョ
ン
建
設
現
場
で
、

造
成
中
に
土
砂
崩
れ
。
▽
市
営
瀬
谷
住
宅
の
建

て
替
え
工
事
一
期
工
事
分
完
成
、
入
居
始
ま
る

1
6
―
「
市
民
の
市
長
を
つ
く
る
会
」
総
決
起
集
会

1
7
―
国
連
大
学
本
部
の
横
浜
設
置
で
、
知
事
、

市
長
ら
、
文
部
、
大
蔵
、
外
務
省
に
要
請

1
8
―
消
防
局
、
新
鋭
消
防
艇
「
よ
こ
は
ま
」
披

露
式
。
▽
文
相
、
国
連
大
学
を
都
に
建
設
と
決
定

1
9
―
南
区
大
岡
川
沿
い
に
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
完

成
。
一
・
七
㎞

2
0
―
港
南
台
駅
前
の
仮
設
自
転
車
置
き
場
使
用

開
始
。
一
、
五
〇
〇
台
収
容

2
1
―
一
四
区
三
支
所
で
昼
休
み
戸
籍
窓
口
業
務

開
始

2
2
―
鶴
見
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
、
六

十
年
度
を
め
ど
と
し
た
流
域
整
備
計
画
決
定

2
7
―
横
浜
税
関
の
「
横
浜
港
コ
ン
テ
ナ
貿
易
白

書
」
に
よ
る
と
、
貿
易
額
で
横
浜
港
は
全
国
一
。

▽
横
浜
地
裁
、
市
営
瀬
谷
住
宅
の
建
て
替
え
工

事
中
止
仮
処
分
申
請
棄
却

協
議
開
催
。
８
―
国
鉄
、
五
十
五
年

度
事
故
一
、
二
九
六
件
発
生
。
９
―

鹿
児
島
県
沖
で
貨
物
船
が
米
原
潜
当

て
逃
げ
に
よ
り
沈
没
。
1
0
―
県
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
設
立
。
三
七

杜
参
加
。
▽
国
有
財
産
関
東
地
方
審

議
会
、
平
塚
市
の
旧
農
林
省
試
験
地

跡
地
を
平
塚
市
へ
売
却
決
定
。
1
2
―

米
国
の
宇
宙
連
絡
船
（
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
）
打
ち
上
げ
。
1
5
―
平
塚
市

の
小
学
校
建
設
汚
職
で
、
市
の
課
長

を
収
賄
容
疑
で
逮
捕
。
1
7
―
「
地
名

を
通
し
て
〝
地
方
の
時
代
〟
を
考
え

る
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
同
実
行

委
と
川
崎
市
共
催
で
開
催
（
～
1
8
）
。

▽
最
高
裁
、
東
京
地
裁
判
事
補
の
罷

免
訴
追
請
求
決
定
。
2
0
―
国
鉄
平
均

九
・
七
％
値
上
げ
。
初
乗
り
一
一
〇

円
。
2
2
―
イ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
修

道
尼
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
来
日
。
▽
春
闘

私
鉄
、
早
朝
二
時
間
半
ス
ト
で
収
拾

2
3
―
春
闘
、
公
労
協
未
明
収
拾
。
国

鉄
の
ス
ト
な
し
春
闘
一
七
年
ぶ
り
。

2
5
―
東
名
高
速
「
奏
野
・
中
井
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
開
通
式
。
2
6
―
名

古
屋
市
長
選
、
本
山
氏
三
選
。
2
7
―

地
方
六
団
体
、
行
政
改
革
推
進
特
別

委
初
会
合
。
▽
教
科
書
協
会
、
社
会

科
教
科
書
「
公
民
的
分
野
」
の
大
幅

改
正
決
定
。
2
8
―
小
田
原
漁
港
新
港

開
港
式
。
3
0
―
行
政
の
文
化
化
を
す

す
め
る
た
め
の
研
究
交
流
集
会
が
、

県
・
埼
玉
両
県
主
催
で
開
催
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